
九
月
定
例
会
 

九
月
六
日
の
一
般
質
問
で
加
藤

磐
、
桑
田
茂
、
伊
藤
永
慈
、
秋
元

洋
子
の
四
議
員
が
登
壇
し
、
町
村

合
併
や
一
般
廃
棄
物
処
理
場
利
用

等
に
つ
い
て
、
町
長
ら
に
質
間
し

ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

加
藤
議
員
「
広
報
か
な
ぎ
に
未

だ
に
定
例
議
会
の
内
容
が
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
 町
長

個
人
の
車
の
車
検
が
切
れ
て
い
た

期
間
を
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
勘

違
い
し
た
の
か
。
こ
の
車
の
購
入

価
格
は
い
く
ら
か
。」
「
町村
合
併

に
対
す
る
構
想
と
対
応
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。」
 
「
教
育
長
が

在
任
中
に
や
り
遂
げ
た
い
こ
と
は

何
か
。
学
校
統
廃
合
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム
は
で
き
た
の
か
。
準

備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 
 森

林
資
料
室
の
利
用
状
況
と
今
後

の
活
用
計
画
は
ど
う
な
の
か
。
是

非
と
も
充
実
さ
せ
た
い
学
校
教
育

備
品
は
何
か
。
中
央
公
民
館
の
整

備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。」
「
扉風
山
内
真
部
線
の
通
年

通
行
を
ど
う
す
る
の
か
。
情
報
を

知
り
た
い
。」
 
「
地
場
産
業
の
育
成

と
し
て
の
梅
生
産
の
効
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。」
 

鳴
海
町
長
「
車
検
切
れ
は
う
っ

か
り
忘
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
偽

ら
ざ
る
心
境
で
あ
る
。
価
格
は
百

十
万
円
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。」
 
「い
ろ
い
ろ
な
合
併

パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
な
が
ら
、
全

員
協
議
会
で
今
後
の
対
応
等
を
協

議
し
た
い
。」
「中
央
公
民
館
の
整

備
は
今
は
考
え
て
い
な
い
。」
「通

年
通
行
に
は
ト
ン
ネ
ル
ゃ
橋
が
必

要
で
あ
り
、
知
事
と
の
懇
談
で
も

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
政
治

力
を
結
集
し
て
努
力
す
る
。」
 

企
画
観
光
課
長
「
掲
載
が
遅
れ

た
の
は
自
分
の
不
手
際
に
よ
る
も

の
で
、
お
詫
び
す
る
。
九
月
号
へ

の
掲
載
を
準
備
し
て
い
る
。」
 

中
谷
教
育
長
「
平
成
十
四
年
か

ら
教
育
課
程
が
全
面
改
正
さ
れ
、
 

子
供
に
は
学
校
外
で
の
総
合
学
習

時
間
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
た

め
の
受
け
皿
を
整
え
た
い
。
各
学

校
か
ら
の
施
設
整
備
要
望
が
多
く
 
 

あ
り
、
こ
れ
ら
を
先
に
整
備
し
た

い
。
た
だ
、
十
四
年
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
各
学
級
分
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今
年
、
 

中
学
校
へ
学
級
の
半
分
の
数
だ
け

設
置
し
た
。
十
四
年
ま
で
に
は
各

小
学
校
に
五
台
以
上
の
設
置
を
し

た
い
。」
 

教
育
次
長
「
平
成
十
一
年
四
月

よ
り
オ
ー
プ
ン
し
、
千
四
百
十
一
一

名
の
入
館
が
あ
っ
た
。
今
年
は
昨

年
に
比
べ
て
ニ
百
名
ほ
ど
入
館
が

減
っ
て
い
る
。
太
宰
資
料
を
斜
陽

館
へ
移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
減
を

森
林
資
料
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
か

っ
た
。」
 

農
林
課
長
「
梅
の
会
の
個
人
出

荷
量
は
平
成
十
一
年
二
十
八

・
五

キ
ロ
、
十
二
年
は
七
十
九
・
五
キ

ロ
で
あ
る
。
ま
た
、
梅
加
工
販
売

組
合
の
使
用
量
は
十
一
年
度
九
百

十
四
キ
ロ
、
十
二
年
度
は
全
体
で

七
百
六
十
三
・
五
キ
ロ
と
な
っ
て

い
て
、
梅
ロ
マ
ン
六
千
本
、
小
ビ

ン
四
千
本
、
ゼ
リ
ー
千
五
百
個
を

製
造
す
る
予
定
で
あ
る
。」
 

角
田
助
役
「
学
校
統
廃
合
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
は
民
間
人
の

登
用
は
考
え
ず
、
必
要
に
応
じ
て

課
長
会
議
や
関
係
課
長
の
会
議
に

よ
り
行
っ
て
き
た
。
川
倉
小
学
校

の
P
T
Aの
意
見
を
聴
取
し
た
と

こ
ろ
、
当
初
の
考
え
よ
り
抵
抗
が
 
 

あ
る
と
感
じ
た
。
町
長
が
P
T
A
 

の
声
を
聞
く
場
を
設
け
る
よ
う
に

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
 

桑
田
議
員
「
町
の
一
般
廃
棄
物
処

分
場
に
つ
い
て
、
ゴ
ミ
の
搬
入
量

は
計
画
ど
お
り
推
移
し
て
い
る
か
。
 

地
区
住
民
と
約
東
し
た
進
入
道
路

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。」
 
「
公

民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
利
用
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
利
用
者
減

に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
う
な
の
か
。
 

過
去
三
年
間
の
利
用
件
数
を
示
 

せ
。」
「中
柏
木
線
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
中
柏
木
地
区
か

ら
陳
情
書
等
が
出
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
出
さ
れ
た
の
か
。」
 

町
長
「
進
入
道
路
は
用
地
取
得

等
に
問
題
が
あ
り
進
ん
で
い
な
い

が
、
約
束
は
約
東
で
あ
る
。
財
源

等
も
含
め
て
常
任
委
員
会
等
で
検

討
す
る
。」
「中
柏
木
線
は
産
業
建

設
常
任
委
員
会
で
あ
る
程
度
意
見

の
一
致
を
見
た
と
理
解
し
て
お
り
、
 

全
員
協
議
会
を
開
か
な
く
も
い
い

と
考
え
て
い
る
。」
 

健
康
福
祉
課
長
「
平
成
九
年
か

ら
の
十
五
年
間
で
五
万
三
千
二
百

五
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
の
埋
立
て

を
予
定
し
、
過
去
三
年
間
の
実
績

は
計
画
の
六
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

ト
ラ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー
の
転
圧
が
 
 

効
果
を
上
げ
て
い
る
。」
 

教
育
次
長
「
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ

ル
の
利
用
件
数
は
、
九
年
度
十
八

組
、
十
年
度
十
九
組
、
十
一
年
度

十
組
あ
り
、
十
ニ
年
度
は
八
組
が

終
了
し
、
二
組
の
予
定
が
あ
る
。」
 

建
設
課
長
「
中
柏
木
線
の
進
捗

は
、
用
地
費
面
積
三
千
六
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
十
五
件
に
対
し
、
千

百
九
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
十

一

件
か
ら
、
補
償
費
も
計
画
の
十
一

件
に
対
し
、
七
件
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

内
諾
を
得
て
い
る
。
二
十
一
名
の

連
名
に
よ
る
要
望
書
が
十
一
年
六

月
ニ
日
付
で
提
出
さ
れ
、
六
月
八

日
に
受
理
さ
れ
て
い
る
。」
 

伊
藤
議
員
「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
の

顔
で
あ
る
古
川
純
一
君
の
配
置
に

配
慮
し
、
活
動
の
で
き
る
場
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。」
 
「
町
村
合
併
の

担
当
部
署
を
早
期
に
つ
く
り
、
町

の
方
向
性
を
検
討
す
べ
き
で
な
い

の
か
。」
 

町
長
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
二
回

も
出
場
さ
れ
た
実
力
の
あ
る
古
川

純

一
君
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
た
い
。」
 
「合
併
の
メ
リ
ッ

ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
町
民
へ
の
意

向
調
査
、
検
討
委
員
会
な
ど
今
後

の
対
応
を
議
会
と
相
談
し
た
い
。」
 

秋
元
議
員
「
産
業
廃
棄
物
焼
却

炉
建
設
反
対
に
つ
い
て
の
現
在
の

動
向
と
今
後
の
対
策
は
ど
う
な
っ
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国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

 

国
民
年
金
情
報
 

 

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活

を
保
障
す
る
制
度
で
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
四

十
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
は
、
保
険
料
を
毎
月

き
ち
ん
と
納
め
て
い
ま
す
か
。
 

中
に
は
 
「
つ
い
う
っ
か
り
」
納

め
忘
れ
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

「
つ
い
う
っ
か
り
」
 
で
、せ
 

っ
か
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
、
ま
た
は
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
期
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
も
、
そ
の
ま
ま
に
し

な
い
で
、
一
度
住
所
地
の
市
町

村
役
場
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

募
 

集
 

一
 

 

21世紀最初の広報かなぎとなる2001年 

1月号にみなさんの写真やイラス Fを掲

載してみませんか？ 

テーマは「金木町」。懐かしい思い出の写真、 
ユニークな写真、楽しいイラストなど募集し
ます。（写真または官製はがきで応募して下
さい。） 記念すべき年に思い出の1ページを
作りたい方、とにかく目立ちたい方、何でも
結構です。2001年1月号をあなたの作品で
飾って下さい。 

《応募方法》①住所（町内名）②氏名 ③電話
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※12月11日（月）必着でご応募して下さい。 
なお、紙面の都合により先着30点で締め 

切ります。 
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て
い
る
の
か
。」
「
男
女
共
同
参
画

基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
町
の
政
策

決
定
の
場
に
女
性
の
関
わ
り
は
ど

の
く
ら
い
か
。
今
後
の
登
用
は
ど

う
な
る
の
か
。」
 

町
長
「
ま
だ
解
決
を
見
て
い
な

い
が
、
土
地
の
所
有
者
と
会
い
、
 

町
の
意
に
沿
え
る
ょ
う
努
力
す
る

と
の
約
束
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

で
き
る
な
ら
ば
町
で
そ
の
土
地
を

取
得
し

た
い
と
考
え

て
い
る
。
」
 

「
男
女
共
同
参
画
計
画
が
努
力
義

務
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今

後
は
各
種
役
職
へ
女
性
を
登
用
し

て
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
も
ら

い
た
い
。」
 

総
務
課
長
「
十
一
年
末
で
女
性

の
委
員
は
十
一
名
、
八

・
七
％
あ

り
、
十
二
年
三
月
末
は
十
四
名
、
 

二
 
二
一
％
で
、
低
い
状
況
に
あ

る
。
町
職
員
で
は
管
理
職
は
保
育

所
長
一
名
が
女
性
で
あ
る
が
、
課

長
補
佐
ク
ラ
ス
で
は
十
四
名
、
約

四
六
％
が
女
性
で
あ
る
。」
 

な
お
、
同
議
会
で
次
の
事
項
が

可
決
さ
れ
て
い
る
。
 

議
案
第
六
十
ニ
号
 
平
成
十
一
一

年
度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
 

（
第
一
舌万
）
案
 

議
案
第
六
十
三
号
 
平
成
十
一
一

年
度
金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計

（
事業
勘
定
）
補

正
予
算
 

（
第
二号
）
案
 

議
案
第
六
十
四
号
 
平
成
十
一
一

年
度
金
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
案
 

議
案
第
六
十
五
号
 
平
成
十
一
一

年
度
金
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
案
 

議
案
第
六
十
六
号
 
平
成
十
一
一

年
度
金
木
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
 

案
 議

案
第
六
十
七
号
 
金
木
町
除

雪
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
案
 

議
案
第
六
十
八
号
 
金
木
町
特

別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
六
十
九
号
 
金
木
町
農

業
振
興
会
議
設
置
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

議
案
第
七
十
号
 
金
木
町
消
防

団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
 議

案
第
七
十

一
号
 
金
木
町
水

田
農
業
確
立
特
別
対
策
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
案
 

議
案
第
七
十
ニ
号
 
金
木
町
い

き
い
き
む
ら
づ
く
り
特
別
対
策
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
案
 

議
案
第
七
十
三
号
 
工
事
の
請

負
契
約
の
件
 

議
案
第
七
十
四
号
 
金
木
町
外

一
町
三
ケ
村
隔
離
病
舎
組
合
の
解

散
の
件
 

議
案
第
七
十
五
号
 
平
成
十
一

年
度
金
木
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件
 

議
案
第
七
十
六
号
 
平
成
十
一

年
度
金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
を
求
め
る
の
件
 

議
案
第
七
十
七
号
 
平
成
十
一

年
度
金
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

の
件
 

議
案
第
七
十
八
号
 
平
成
十
一

年
度
金
木
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

を
求
め
る
の
件
 

議
案
第
七
十
九
号
 
平
成
十
一

年
度
金
木
町
地
域
振
興
券
交
付
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
求
め
る
の
件
 

議
案
第
八
十
号
 
平
成
十
一
年

度
金
木
町
水
道
事
業
会
計
収
入
支

出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

議
案
第
八
十
一
号
 
金
木
町
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
の

件
 報

告
第
九
号
 
平
成
十

一
年
度

金
木
町

一
般
会
計
継
続
費
精
算
報

告
書
の
報
告
の
件
 

報
告
第
十
号
 
平
成
十
一
年
度

金
木
町
土
地
開
発
公
社
決
算
の
提

出
の
件
 

※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
の
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 



太
宰

を
し

の
ぶ
⑩
 

金
木
町
太
宰
会々
長
 

、
、
！
・ノ
 

太
宰
と

そ
の
文
学
の
魅

力

但
 

木
 
下
 

ミ
レ
ニ
ア
ム
新
聞
 

ミ
レ
ニ
ア
ム
と
い
う
言
葉
が
、
今
さ

か
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
世
紀
は
百
年

単
位
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
は
千
年
単
位
の
区
 

せ
ん
ね
ん

き
 

切
り
で
「千
年
紀
」
と
言
っ
た
方
が
わ

か
り
ゃ
す
い
。
 二
O
〇
一
年
か
らと
い

う
説
も
あ
る
が
、
新
千
年
紀
は
、二
〇

〇
〇
年
元
日
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
の

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、朝

日
新
聞
社
の
記
事
転
載の
承
認
を
得
て
 

「ミ
A
ニ
ア
ム
新
聞
」
を
紹
介
す
る
。
 

朝
日
新
聞社
で
は
、
西
暦
二
〇
〇
〇

年
の
年
間企
画
と
し
て
 
「ミ
レ
ニ
ア
ム

新
聞
」
を
特
集
し
て
き
て
い
る
。
「今

年
が
西
暦
二
〇
〇
〇
年
な
の
を記
念
し

て
、
西
暦
一
〇
〇
〇年
か
ら
一
九
九
九

年
ま
で
の
千
年
間
を
五
つ
の
分野
に
分

け
、
ど
ん
な
人
物
が
活
躍
し
、
現
代
の

日
本
人
から
見
て
ど
ん
な
人
物
に
人
気

が
あ
る
か
を
調
べ
る
こ
と
で
振
り
返

り
、
ひ
い
て
は
二
十
一
世紀
の
理
想
像

を
探
ろ
う
と
い
う
も
の
i
。」
（朝
日
新

聞
社
広
報
室
）
と
い
う
の
が
、
そ
の
趣

旨

・
目
的
だと
い
う
。
 

一
回目
は
、日
本
の
政治
リ
ー
ダ
ー
。
 

二
回
目
は
、日
本
の
大
冒
険
・
探
検家
。
 

三
回
目
は
、
日
本
の
文
学
者
。四
回
目

は
、
日
本
の
経
済
人
。五
回
目
は
、
日
 
 

本
の
科
学
者
を
予
定
し
、
実
施
し
て
き

て
い
る
。
 

ミ
レ
ニ
ア
ム
 

日
本
文
学
者
 

平
成
十
二
年
四月
三
十
日
の
朝
日
新

聞
に
、
rミ
レ
ニ
ア
ム
特
集
の
第
三
弾
 

「千
年
の
文
学
者』
。こ
の
千
年
の
間
の
 

け
っ
し
ゆ

・7
 

日
本
で
、
最
も
傑
出
し
た
文
学
者
（小

説
家
・
詩
人
・
歌
人

・
俳
人
・
文
芸
評

論
家
な
ど
）
を
選
ん
で
下さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
集
計
し
、
六
月
下
旬
ご

ろ
に
文
学
者
に関
す
る
記
事
を特
集
し

ま
す
。
『質
問
』
西
暦
一
〇
〇
〇
年
か

ら
】
九
九
九年
ま
で
の
間
に
、日
本
に

現
れ
た
文
学
者
の
中
で
、最
も
傑
出
し

た
人
物
は
だ
れ
で
す
か
。
参
考
ま
で
に
 

ち
ょ
め
い
 

著
名
な
人
物
を
例
示
し
ま
す
…
」
。例

と
し
て
、
年
代
順
に
清
少
納
言
か
ら村
 

あ
 

上
龍
ま
で
五
十
五
名
を
挙
げ
て
い
る
。
 

ち
な
み
に
太
宰治
は
四
十
一
番
目
。
応

募
方
法
は
、
は
が
き
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
読
者
人
気投
票
の
形
式
を
と

っ
て
い
る
。
 

そ
し
て
平
成
十
二
年
六
月
二
十
九

日
、
次
の
よ
う
に
集
計
・
特
集
した
。
 

第
一
位
 
夏
目
 
激石
 
三

五
一
六

第
二
位
 
紫
 式
 
部
 
三
一
五
七

第
」
圧
 
司
馬
遼
太郎
 
一

四
七
一
一
 
 第

四
位
 
宮
沢
 
賢
治
 
一
二

七
五

第
五
位
 
芥川
龍
之
介
 

一
一
四
九

第
六
位
 
松
尾
 
芭
蕉
 

八
〇
五

第
七
位
 
太
宰
 
治
 
七

五
四

第
八
位
 
松
本
 
清
張
 
六

七
三

第
九
位
 
川
端
 
康
成
 
五
九

五

第
十
位
 
三
島由
紀
夫
 

五
四
一
一

以
下
順
に
、有
島
武
郎
、
村
上
春
樹
、
 

遠
藤
周
作
、清
少
納
言
、与
謝
野
晶
子
、
 

森
鴎
外
、
吉
川
英
治
、
大
江
健
三
郎
、
 

ト
芦
野
公
園
に

て
 

〈
写
真
・
新潮
日
本
文
学
ァ
ル
バ
ム
 

「
太宰
治
」
よ
り
転
載
〉
 

村
上
龍
、
石
川
啄
木
、
谷
崎
潤
一
郎
、
 

井
上
靖
、
」
蒲
綾
子
、
安
倍
公
房
、
高

村
光
太
郎
、
藤
沢
周
平
、
島
崎
藤
村
、
 

中
原
中
也
、小
林
一
茶
、芹
沢
光
治
良
、
 

正
岡
子
規
、志
賀
直
哉
、
寺
山
修
司
、
 

近
松
門
左
衛
門
、
兼
好
法
師
、大
悌
次

郎
、
星
新
一
、坂
口
安
吾
、
赤
川
次
郎
、
 

立
原
道
造
、樋
口
一
葉
、
世
阿
弥
、
西
 
 

行
、
辺
見
庸
、
山
川
登
美
子
、
小
林
秀

雄
、
藤
原
定
家
、
筒
井
康
隆
、
江
戸
川

乱
歩
、
萩
原
朔
太
郎
と
五
十
位
ま
で
列

記
し
て
い
る
。
 

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
超
え
て
 

全
体
に
つ
い
て
の
分
析
・
解
説
は
な

い
が
、そ
の
人
物
名
を
見
た
だ
け
で
も

十
分
に
う
な
ず
け
る
。
こ
の
千
年
の
長

い
間
、小
説
家
、
詩
人
、
歌
人
、
俳
人
、
 

文
芸
評
論
家
な
どの
文
学
者
を志
し
た
 

ぼ
う
だ
い
 

人
は
彪
大
な
数
に
なる
と
思
う
。
そ
の

中
で
、
わ
が
金
木
町
出
身
太
宰
治
は

堂
々
の
七
位
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
千
年
「日
本
の
文
学
者」
読

者
人
気
度
に
お
い
て
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
、
 

す
ご
 
ひ

と
こ
と
 
つ
 

ま
っ
た
く
凄
い
の
一
言
に尽
き
る
。
 

コ
早
枕
』
の
夏
目
激
石
、
「源
氏
物

証巴
の
紫
式部
は
充
分
に
納
得
で
き
る
。
 

「坂
の
上
の
雲
』
の
司
馬
遼
太
郎
は
、
 

私
の
予
測
に
は
な
か
った
。
『雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ」
の
宮
沢賢
治
、
太
宰
が
私
淑

し
た
『
羅
生
門
』
の
芥
川
龍
之
介
、
 

『奥
の
細
道
』
の
松
尾
芭
蕉
。
そ
れ
に

続
く
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
の
太
宰
治
は
、
 

芥
川
賞
で
論
争
し
た
ノ
ー
ベ
ル文
学
賞

受
賞
の
川
端
康
成
、
太
宰
を
嫌
っ
た
三

島
由
紀
夫
ょ
り
上位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
大
江
健
三
郎
は
十
八
位
、
 

太
宰
は
二
人
の
ノ
ー
ベ
ル文
学
受
賞
者

を
超
え
て
い
る
。
 

散
文
の

名
品
 

三
位
の
司
馬
遼
太
郎
は
「
“北
の
ま
 
 

ほ
ろ
ば
〈
街
道
を
ゆ
く
四
十
一
』
に
、
 

〈
作
家太
宰
治
が生
ま
れ
た
金
木
町は
、
 

津
軽
半
島
の
つ
け
根
に
あ
る
。
む
ろ
ん

岩
木
山
が
み
え
る
。
と
く
に
町
は
ず
れ

の
高
流
と
い
う
好
も
し
い
地
名
の
丘
か

ら
眺
め
る
と
、水
田
の
涯
に
こ
の
“
津

軽
富
士
力
が
ふ
わ
り
と
浮
か
び
、じ
つ

に
美
し
い
と
い
う
。
太
宰
の
『
津
軽
』
 

に
あ
る
。
（別
頁
）
太
宰
治の
「
津
軽
』
 

は
、
そ
の
代
表
作
の
ー
つ
で
あ
る
。
津
 

が
ん
し
●
う
 

軽
へ
の
愛
が
、
と
き
に
含
差
に
な
り
、
 

自
虐
に
な
り
つ
つ
も
、作
品
そ
の
も
の

を
津
軽
の
生
命
に
仕
上
げ
て
い
て
、
ど
 

せ
つ
べ
ん
 
ひ
 

の
切
片
を切
り
と
っ
て
も
、
津
軽
の
皮
 

ふ
 
さ

い
ば
う
 

膚
や
細
胞
で
な
い
も
の
は
な
く
、
明
治

以
後
の
散
文
の
名
品
と
い
っ
て
い
い
。〉
 

と
、
三
十
数
ケ
所
に
引
用
・
紹
介
し
、
 

太
宰
治
を
称
賛
し
て
い
る
。
 

名
実
と
も
に
 

平
成
十
二
年
九月
現
在
、
新
潮
文
庫

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ベ
ス
ト
テ
ン
で
、
第
一

位
は
太
宰
治
の
「
人
間
失
格
』
六
五
三

万
六
千
冊
で
、長
期
間
ト
ップ
の
座
に

あ
る
。
（
二位
は
夏
目
激
石
「
こ
こ
ろ
』
 

大
四
七
万
一
千
冊）
こ
れ
と
、
今
回
の

ミ
レ
ニ
ア
ム
新
聞
「千
年
の
文
学
者
読

者
人
気
投
票
」
に
よ
っ
て
、
太
宰
治
は
 

め
い
じ
つ
 
・
え
い

め
い
 

名
実
と
も
に
大
き
な
栄名
を
得
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、確
実
に
二
十
 

あ
か
し
 

一
世紀
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
証
の
ひ
 

と
つ
だ
と
思
う
…
。
 

（
敬
称
略）
 

広報かなぎ（8) 

(
 

(
 



、

ー
 

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く

な
り
、
空
気
が
乾
燥
し
て
く

る
冬
を
迎
え
ま
す
。
冬
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
る
シ
 

ー
ズ
ン
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
ゃ
、
日
ご
ろ
の
注
意
な

ど
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
か

か
っ
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

★
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
湿
気
に
弱
い
の
で
、
 

加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
室

内
の
湿
度
を
適
度
に
保
ち

ま
し
よ
う
。
 

★
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

し
、
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
 

う
が
い
、
手
洗
い
を
ま
め

に
行
い
ま
し
よ
う
。
 

/
 

\
 

(
 

(
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

新
し
 
い
 
手
術
 

外

科
 
馬
 
場
 

俊
 
明
 

腹
腔
鏡
下
手
術
が
日
本
で
始
ま

っ
て
か
ら
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
 

当
初
は
胆
嚢
摘
出
術
が
主
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
そ

の
適
応
を
拡
げ
心
臓
血
管
外
科
、
 

整
形
外
科
、
脳
外
科
な
ど
ほ
と
ん

ど
の
外
科
系
領
域
で
内
視
鏡
下
手

術
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

食
道
、
直
腸
な
ど
、
ま
だ
一
部
で

し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
肺
、
大
腸
、
胃
、
牌

臓
な
ど
、
多
く
の
臓
器
が
内
視
鏡

下
手
術
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
適
応
は
限

ら
れ
ま
す
が
、
数
多
く
行
っ
て
い

る
病
院
で
は
癌
も
腹
腔
鏡
下
で
行

い
、
お
腹
を
開
く
手
術
と
同
様
の

こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
内
視
鏡
下

手
術
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
 

、つ
。
 

◆
カ
メ
ラ
で
手
術
す
る
7
 

胆
嚢
を
手
術
す
る
患
者
さ
ん
に

説
明
し
て
一
番
多
い
勘
違
い
が
こ

れ
。
 カ
メ
ラ
と
い
う
と
ど
う
し
て

も
胃
カ
メ
ラ
（
胃
内
視
鏡
）
を
思

い
浮
か
べ
る
よ
う
で
す
。
外
科
手
 
 

術
で
使
わ
れ
る
内
視
鏡
は
「
腹
腔

鏡
」
と
い
わ
れ
太
さ
一
m
の
硬
い

カ
メ
ラ
で
す
。
そ
れ
を
へ
そ
の
下

か
ら
お
腹
に
入
れ
、
そ
の
映
像
を

見
な
が
ら
手
術
し
ま
す
。
 

①
胆
石
症
 

腹
腔
鏡
手
術
の
中
で
一
番
多
い

病
気
で
す
。
金
木
病
院
で
も
今
年

一
月
か
ら
五
十
人
の
患
者
さ
ん
を

手
術
し
ま
し
た
。
以
前
広
報
か
な

ぎ
で
唐
牛
先
生
が
詳
し
く
説
明
し

て
い
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
 

現
在
で
は
胆
嚢
の
外
に
落
ち
た
石
 

（
総胆
管
結
石
）
も
腹
腔
鏡
で
手

術
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

胆
石
症
な
ら
術
後
三
日
も
あ
れ
ば

退
院
で
き
ま
す
b
 

②
胃
腫
癌
 

腹
腔
鏡
で
見
な
が
ら
胃
を
つ
り

上
げ
、
自
動
縫
合
器
で
腫
蕩
の
あ

る
部
位
を
切
除
す
る
も
の
で
す
。
 

胃
の
入
り
口
、
出
口
に
近
い
場
合

は
適
応
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
 

腫
蕩
の
深
さ
で
も
適
応
を
は
ず
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
利
点
は
な

ん
と
い
っ
て
も
小
さ
い
創
で
す
む

こ
と
で
す
。
お
腹
の
真
ん
中
に
 

一
五
m
ほ
ど
の
創
を
必
要
と
す
る

も
の
が
、
二
m

、
五
皿
の
傷
そ
れ

ぞ
れ
二
つ
で
済
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
 

当
然
、
術
後
の
痛
み
も
楽
に
な
り

ま
す
。
 

③
大
腸
腫
蕩
 

大
腸
は
腹
腔
鏡
補
助
下
で
の
手

術
に
な
り
ま
す
。
大
腸
を
お
腹
の

外
に
出
せ
る
ま
で
ぶ
ら
ぶ
ら
に
剥

離
し
た
後
に
、
五
m
の
創
を
新
た

に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
腸
を
お
腹

の
外
に
出
し
切
除
と
吻
合
を
行
い

ま
す
。
こ
の
手
術
も
お
腹
の
傷
が

五
m

、
二
m

、
五
皿
の
創
で
済
ん

で
し
ま
う
た
め
、
術
後
の
痛
み
が

緩
和
さ
れ
ま
す
。
適
応
を
大
腸
癌

に
ま
で
拡
げ
て
い
る
病
院
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
広

が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

④
自
然
気
胸
 

痩
せ
た
男
性
に
多
く
見
ら
れ
る

病
気
で
す
。
肺
に
原
因
が
あ
り
、
 

繰
り
返
す
よ
う
な
ら
そ
の
部
分
を

切
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以

前
は
、
肋
骨
の
間
を
背
中
か
ら
胸

に
か
け
て
大
き
く
開
き
、
肺
の
一

部
を
切
除
し
ま
し
た
が
、
内
視
鏡

手
術
が
登
場
し
て
か
ら
は
、
二

m
 

程
の
傷
三
つ
で
済
む
よ
う
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
胆
石
症
同
様
に
内

視
鏡
下
で
手
術
す
る
の
が
一
般
的

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑤
婦
人
科
的
疾
患
 

卵
巣
の
良
性
腫
蕩
が
よ
い
適
応

に
な
り
ま
す
。
病
院
に
よ
っ
て
は

子
宮
筋
腫
も
腹
腔
鏡
で
行
う
と
こ

ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

◆
特
殊
な
も
の
と
し
て
 

乳
腺
・
甲
状
腺
 

乳
腺
腫
蕩
、
甲
状
腺
腫
蕩
に
も

行
う
病
院

（
慶応
大
学
な
ど
）
も

あ
り
ま
す
。
甲
状
腺
で
は
服
に
隠

れ
る
部
位
か
ら
カ
メ
ラ
を
入
れ
る

の
で
首
に
創
が
付
き
ま
せ
ん
。
 

◆
遠
隔
手
術
 

ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
し
ま
す
。
手

術
す
る
医
者
は
ど
こ
に
い
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
画
面
を
見

な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
、
手

術
し
ま
す
。
学
会
で
は
実
際
に
会

場
か
ら
操
作
し
て
、
離
れ
た
大
学

病
院
で
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
b
 

近
い
将
来
、
金
木
病
院
か
ら
離
れ

た
診
療
所
で
手
術
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
日
が
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
 

◆
で
は
、
金
木
病
院
で
は
ど
こ
ま

で
行
え
る
の
で
し
ょ
う
か
7・

金
木
病
院
で
も
ど
ん
ど
ん
新
し

い
手
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
 

胆
石
症
、
総
胆
管
結
石
症
は
以
前

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
し
、
今
年
か

ら
は
胸
腔
鏡
下
肺
部
分
切
除
術
、
 

腹
腔
鏡
補
助
下
結
腸
（
大
腸
）
切

除
術
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
婦
人

科
で
も
今
年
か
ら
卵
巣
嚢
腫
に
腹
 
 

腔
鏡
手
術
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
 

ま
だ
ま
だ
適
応
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
 

今
後
金
木
病
院
で
も
適
応
を
拡
げ

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

金
木
病
院
外
科
、
産
婦
人
科
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

(9）広報かなぎ 
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いっまでも健康で、立派な社会人
になることを期待して（両親より） 

葛
西
 

二

郎
（
7
1才
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津
島

フ
ミ
エ
（
6
9才
）
 

高
松
 

き
裏

（7
6才
）
 

Z
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

●

十
月
十
九
日
 

車
の
カ
ギ

（
三
菱）
 

弘
大
金
木
農
場
付
近
路
上
 

⑥
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し

た
い
方
は
役
場
企
画
観
光
課

ま
で
。
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木

警
察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

●

十
月
二
十
四
日
 

黒
の
財
布
 

（皮
革
製
、
ニ
つ
折
）
 

小
田
川
土
地
改
良
区
付
近
 

路
上
 

×
ー
伝
言

板
 

ノ
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を

掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方

は
町
民
課
窓

口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

●

十
月
三
十
一
日
 

蛍
光
灯
（
段
ボ
ー
ル
箱
入
 

三
m
×
七
本
）
 

中
央
公
民
館
前
路
上
 

嘉金金

瀬木木 

10月末現在 前年同月比 

男 	5, 735人 △ 87人 

女 6,310人 △ 49人

計 12,045人 △ 136人 

世帯数 4,060 	113 

、
 
ノ

ノ
 

人
口

と

世
帯
 

イ
 

×
 

、 

	ノ 

ドライバーの皆さんノ、 

安全運転にご協力を！ 
みちのく銀行駐車場前の交差点の一時停止規制が、 

交通量や車の流れなどを調査した結果、次のとおり

変更となりましたのでお知らせします。 

また、ー時停止の標識がない役場方面、斜陽館方

面からの車も、交通量の多い場所ですので十分に注

意し、交通安全にご協力ください。 

p 

雲昔寺 	倉嘉妙言寺 	 駅ーヤ 

寺町 一一 止まれI 	 田黒場 

t
川
倉
 

止
ま
れ
 

三● 
昧 みちのく銀行● 
線 
会 青森銀行● ●斜陽館 
館 

観光物産館● 至 
マディニー 出」 

広報かなぎ自o) 


